
　１　基本情報

　２　管理運営の実績

　　　　①指定管理事業

　　　　①火葬件数（件）

　　　　②式場利用件数（件）

　　　　③霊安室利用件数（上段は件数、下段は延べ日数）

　　　　④霊きゅう車利用件数（件）

　　　　⑤葬儀用祭壇貸出件数（件）

　　　　①収入実績（千円）

　　　　②支出実績（千円）

　　　　③収支実績（千円）

指定管理者評価シート

施設名  千葉市斎場 指定管理者  富士建設工業株式会社

指定期間  平成２２年４月１日～平成２７年３月３１日 所管課  保健福祉局健康部生活衛生課

（１）主な実施事業

事業名 実施時期 事業の概要

 火葬施設業務
通年（１月１日及び
　　　友引日を除く）

予約業務、受付業務、炉前業務、火葬業務、
収骨業務、待合室業務、残骨灰処理業務

 葬儀式場業務 通年（１月１日を除く） 式場貸出業務、霊安室貸出業務

 霊きゅう自動車業務 通年（１月１日を除く）
霊きゅう自動車運行業務、
霊きゅう自動車保守点検業務

 葬儀用祭壇貸出業務 通年（１月１日を除く）
葬儀用祭壇貸出業務、
搬出入用トラック保守点検業務

 施設維持管理業務 通年
建物保守管理業務、環境衛生管理業務、建築設備
保守管理業務、火葬炉保守管理業務、清掃業務、植
栽・外構維持管理業務、警備業務

 その他施設運営業務 通年
記録業務、報告業務、大規模災害対応業務、庶務業
務

（２）利用状況

Ｈ２４年度
(A)

Ｈ２３年度
(B)

前年度比
(A)/(B)

7,716 7,716 100.0%

Ｈ２４年度
(A)

Ｈ２３年度
(B)

前年度比
(A)/(B)

1,055 1,086 97.1%

Ｈ２４年度
(A)

Ｈ２３年度
(B)

前年度比
(A)/(B)

303 289 104.8%

750 702 106.8%

Ｈ２４年度
(A)

Ｈ２３年度
(B)

前年度比
(A)/(B)

227 210 108.1%

Ｈ２４年度
(A)

Ｈ２３年度
(B)

前年度比
(A)/(B)

7 8 87.5%

（３）収支状況

決算額
(A)

計画額
(B)

計画比
(A)/(B)

備考

指定管理委託料 384,672 388,895 98.9% ・光熱水費の実費精算により、
　4,223千円を千葉市に戻入。
・「その他」は利息。

その他 11 ― 皆増

合計 384,683 388,895 98.9%

決算額
(a)

計画額
(b)

計画比
(a)/(b)

備考

人件費 149,068 149,270 99.9%

管理費 235,604 239,625 98.3%

合計 384,672 388,895 98.9%

決算額(ｱ)
(A)-(a)

計画額(ｲ)
(B)-(b)

対計画額増減
(ｱ)-(ｲ)

11 0 11
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　　　　＜処分の状況＞

0件

　　

　　　　＜関連文書の公開状況＞

　　　　＜文書開示申出の状況＞

0 件 0 件 0 件

0 件 0 件 0 件

※開示決定がなされた事案の概要

※不開示決定がなされた事案の概要

　３　利用者ニーズ・満足度等の把握

（１）指定管理者が行ったアンケート調査の結果

● 待合室、式場控室における子供椅子の設置希望、待合室１～４の椅子の汚れが目立つ

　　⇒ 場内６ヶ所に子供椅子の設置を行う。利用頻度の高い待合室１～４の椅子は生地の張替えを実施した。

● 予約・表示システムの不具合について

　　⇒ 現在部分的な修繕で対応しているが、老朽化しているためシステムの更新について検討していく。

（２）市に寄せられた意見、苦情

　４　指定管理者による自己評価

（４）指定管理者が
行った処分の件数 処分の種別 処分根拠 件数

使用許可 千葉市斎場設置管理条例第６条 9,308件

使用不許可 千葉市斎場設置管理条例第７条 2件

使用の制限 千葉市斎場設置管理条例第８条 0件

（５）市への不服申立て 　　　　＜件数＞

　　　　＜概要＞

（６）情報公開の状況

文書名
公開方法（場所）

当該施設 市政情報室 左記以外の方法

基本協定書 ○ ○ ―

年次協定書 ○ ○ ―

事業計画書 ○ ○ ―

事業報告書 ○ ○ ―

計算書類 ○ ○ ―

定款、寄付行為、その他これらに類するもの ○ ○ ―

申出先 開示 不開示 合計

指定管理者

市政情報室（経由）

①アンケート調査
の実施内容

　ア　調査方法 ： ①火葬棟・式場棟にアンケート用紙を常設

　　　　　　　　　　　②斎場職員による利用者からの聞き取りを主体とした外部評価情報ノートの作成

　イ　回答者数 ： ①アンケート回収枚数：２５枚　　②405件の意見等を収集

　ウ　質問項目 ： ①（１）職員の応対について　（２）施設について　（３）その他意見等

②調査の結果 　ア　回答者の属性 ： 遺族、会葬者、葬祭業者等

　イ　実施事業 ： 設備・備品に関し、修繕や新規設置を求める意見が見受けられた。

　ウ　スタッフの対応 ： 収骨業務における丁寧な対応について、賞賛をいただくことが多い。

③アンケートにより得
られた主な意見、苦情

とそれへの対応

①意見、苦情
の収集方法

 市ホームページに、所管課の連絡先（電話番号）を明示
 市への意見、苦情や問い合わせは、電話、メール、市長への手紙、コールセンター等で行われている。

②意見、苦情の数  1件

③主な意見、苦情と
それへの対応

・天候不順による落雷の影響で、斎場周辺が停電となるケースが４回発生し、そのうち火葬炉システムが稼働中に２回停止した。常駐職員のみで、火葬
炉システムの復旧を行い、２０～３０分程度の遅れで全ての業務を終えることが出来た。火葬炉システム全般の教育訓練を繰り返し行なっており、危機
管理体制強化の成果が出ている。また大規模地震を想定した防災訓練等を行い、斎場職員の資質、意識の向上に努めている。
・公共施設として公平なサービスの提供に努め、円滑に管理運営を行った。特にメイン業務である収骨業務は、他斎場と比較しても業務が大変丁寧で
あると、利用者だけでなく、視察で訪れた他自治体関係者からも高い評価を頂いている。
・ISO14001をベースとした光熱水費等の維持管理コストの削減に努め、殆どの項目で前年対比で削減となっている。特に電気総使用量については斎場
全体で平成２２年度比１４．７％、平成２３年度比３．５％（火葬炉設備を除くと３．９％）の縮減を達成している。

遠方在住等で葬儀に参加できない人のために、インターネットを利用して葬儀の中継をしてほしいとの意見があった。
現在、斎場には映像配信をするための設備がないため映像配信をすることはできないが、葬儀会社が独自で行うサービスに
て機材を持ち込む場合は配信が可能である。
斎場施設における映像配信設備の整備については、今後の利用者からの要望を踏まえて検討する。
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　５　市による評価

　

　

※１　評価の基準について

　Ｓ…仕様、事業計画を超える実績・成果が認められるなど、管理運営が特に良好に行われていた。

　Ａ…概ね仕様、事業計画通りの実績・成果が認められ、管理運営が良好に行われていた。

　Ｂ…仕様、事業計画通りの実績・成果が認められず、管理運営に関して改善を要する事項があった。

※２　履行状況について

　３点・・・仕様、提案を上回る実績・成果があった　　

　２点・・・仕様、提案どおりの実績・成果があった　

　１点・・・仕様、提案どおりの管理運営が行われなかった

評価
※１ A 所見

・「外部評価情報ノート」にて収集した意見等をもとに、備品設置を行う等、きめ細かい対応ができてい
る。
・電力使用量の削減に努め、昨年に引き続いて年間を通して約３．５％の使用削減を達成した。
・落雷が原因の停電による不測の事態にも迅速に対応し、緊急時における個々の職員の対応が徹底し
ている。
・暴力団関係者の関与により、使用不許可とした事案において、千葉市、警察署等の関連部署と連携し
た対応を行い問題を起こすことなく対応した。
・葬祭業者説明会を行い、予約時間・書類提出時間の厳守の周知を図り、その成果が出た。
・地域住民との交流会を設け、地域との融和を図った。
・市への速やかな報告、適切な経理事務、備品・消耗品の適切な管理、個人情報の厳密な管理等が
　なされている。

　履行状況の確認

確　　認　　事　　項
履行状況

※２
備　　　考

（１）市民の平等な利用の確保、施設の適正な管理

関係法令等の遵守

行政手続 3 緊急事案に対して行政と連携し、適切な処理をした。

情報公開 2
千葉市斎場指定管理者情報公開規程に基づき、適
切に運用されている。　※開示請求なし

個人情報保護 2
千葉市指定管理者等個人情報保護規程に基づ
き、適切に運用されている。

モニタリング等
の実施

利用者の要望・苦情への対応 2
アンケートに加え、外部評価情報ノートを作成
し、速やかな対応を行っている。

自己評価の実施 2 月次報告、年次報告にて市に報告

市への報告・連絡・調整 2 定期的なもののほか、随時行われている。

（２）施設の効用の発揮、施設管理能力

利用者サービス
の向上 利用案内の作成・配布 2 作成済みで、常時受付等に配備

リスク管理

職員の配置
・能力向上

専門資格者・斎場業務経験者の配置 2 火葬担当全員に危険物乙種4類取得を促進

職員研修・非常時を想定した訓練の実施 2 法定訓練以外にも各種訓練を実施

管理業務の実施

業務責任者・職務代理者・部署担当責任者の選任 2 副場長2名、業務主任2名、担当責任者2名選任

業務マニュアルの作成 2

2 年2回の防災訓練、その他スポット訓練は毎月実施

定期的な見直しと、監査による妥当性の確認実施

残骨灰など廃棄物の適正処理 2 ISO14001に準拠した処理、排出量の監視徹底

周辺環境への配慮 2 排ガス測定を含む斎場周辺の環境測定を実施

維持管理コストの縮減に努めているか 2 光熱水費（電気、ガス、上下水）の全てで前年対比削減

緊急時の対応 緊急時における対応方針等の策定 2 「緊急事態対応マニュアル」「救命マニュアル」を作成

大規模災害時等の危機管理体制の強化

合計 43

平均 2.0

（３）管理経費の縮減

支出見積の妥当性 計画通りに予算が執行されているか 2

市内雇用・継続雇用へ
の配慮、障害者雇用

の確保

賠償対応・保険加入 2 レジャーサービス施設費用保険等に加入

市内業者の育成
市内業者の登用 2 アートプレイン、白欧、ジェイ、石本表具内装店など

障害者雇用の確保 2 清掃担当において1名常用雇用

市内雇用・継続雇用への配慮 2 市内雇用者71％、5年以上の継続勤務者75％
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　６　保健福祉局指定管理者選定評価委員会の意見

・　財務状況については、本委員会に提出された財務諸表等の資料を確認した範囲内では、倒産や撤退等のリスクは認められず、特段
の問題はないと認められる。
・　管理運営については、概ね適切に管理が行われていると認められる。
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